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第１問  次の各問いに答えなさい。  

 

（ １ ）   𝑥𝑥4 − 9𝑥𝑥2 + 18  を因数分解しなさい。  

 

 

 

 

（ ２ ）  次の       に当てはまる言葉を「ア．必要条件 」 「 イ．十分条件 」  

「 ウ .必要十分条件 」の中から一つ選びなさい。  

なお，答えはア～ウのいずれかで答えること。  

   Ａ ： 𝑥𝑥 = 7 であることは， 𝑥𝑥2 = 49 であるための       である。  

   Ｂ ：𝑚𝑚𝑚𝑚 = 0 であることは，𝑚𝑚 = 0 であるための       である。  

   Ｃ ：△Ａ Ｂ Ｃが正三角形であるために，∠Ａ＝ 60°であることは       である。  

 

 

 

 

（ ３ ）  二次不等式 𝑥𝑥2 + 2𝑥𝑥 + 𝑝𝑝 > 0 の解が全ての実数となるような定数  𝑝𝑝 の値の  

範囲を求めなさい。  

 

 

 

 

 

（ ４ ）  二次関数  𝑦𝑦 = 𝑥𝑥2 − 4𝑥𝑥 + 3 において，定義域が  －１≦  𝑥𝑥 ≦３  であるとき，  

値域を求めなさい。  

 

 

 

 

（ ５ ）   𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠30°， 𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐30°， 𝑡𝑡𝑡𝑡𝑡𝑡30°の大小関係がわかるように解答欄に合わせて  

書きなさい。  

 

 

 

 



2 

 

第２問  次の各問いに答えなさい。  

 

（ １ ）  △ＡＢ Ｃの３辺の長さの和が 40，内接円の半径が2√3 である。  

このとき，△ＡＢ Ｃの面積を求めなさい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ２ ）  △ＡＢ Ｃは∠Ｂ＝ 80°の鋭角三角形である。△ＡＢＣの垂心をＨ とする。  

このとき，∠ＡＨＣの大きさを求めなさい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ３ ）  △ＡＢ Ｃが∠Ａ＝ 60°，ＢＣ＝ 4√3 である。  

このとき，△ＡＢ Ｃの外接円の半径を求めなさい。  
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第３問  確率に関する次の各問いに答えなさい。  

 

（ １ ）  袋の中に赤玉２個，白玉が３個入っている。袋の中から球を１個取り出し，  

色を確認してから戻すという作業を３回行う。このとき，赤玉が１個以上取り  

出される確率を求めなさい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ２ ）  10 本中 2 本が当たりのクジをＡ ， Ｂ ， Ｃがこの順に１本ずつ引く。  

なお，引いたクジを戻さない。このとき， Ｃが当たりを引く確率を求めなさい。  

 

 

 

 

 

 

 

（ ３ ）  1～ 50 までの数字が一つずつ書かれた 50 枚のカードがある。  

このカードから１枚取り出し，封筒に入れた。残った 49 枚のカードの上から  

10 枚を確認したところ，全て 15 以下の数が書かれていた。封筒の中のカード  

に書かれている数字が 15 以下の数である確率を求めなさい。  
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第４問  次の各問いに答えなさい。  

 

（ １ ）  放物線 𝑦𝑦 = 𝑥𝑥2 − 4𝑥𝑥 + 3 を  𝑥𝑥 軸方向に２ ， 𝑦𝑦 軸方向に－３平行移動して  

できる放物線の方程式を求めなさい。  

 

 

 

 

 

 

 

（ ２ ）  ３点 （ 2， 1） ， （ 3， -2） ， （ 7， 6） を通る放物線をグラフとする二次関数を求め  

なさい。  

 

 

 

 

 

 

 

（ ３ ）  ある変量 𝑥𝑥 の平均は 10 で，分散は 4 である。変量 𝑦𝑦 が𝑦𝑦 = −3𝑥𝑥 + 7 で  

表されるとき， 𝑦𝑦 の平均と分散を求めなさい。  

 

 

 

 

 

 

 

（ ４ ）  △ＡＢ Ｃの３辺からの距離が等しい点Ｄの位置を作図する方法を簡潔に  

説明しなさい。  
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第５問  円Ｏの周上に点Ａ～Ｄを時計回りで見たときにこの順番になるようにとった。  

線分ＡＣと線分ＢＤの交点をＥとしたとき， Ａ Ｅ×Ｃ Ｅ＝Ｂ Ｅ×Ｄ Ｅであること  

を証明しなさい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




